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「中体連組織の現状と課題」 

～時代に応じた持続可能な中体連～  

大 阪 市 中 学 校 体 育 連 盟 副 理 事 長 

大阪市立旭陽中学校教諭 藤池 由香 

大 阪 市 教 育 委 員 会 事 務 局 指 導 部 

保健体育担当 指導主事 廣山真由美 

〈提案要旨〉  

大阪府は 33 市９町１村から構成されている。大阪中学校体育連盟については、８

地区で編成され、各地区中体連事務局及び担当が中心となって大会運営に係る役割

を担っている。また、中体連に関わる状況については地域によって異なるため、そ

れぞれの地区の特性を生かしながら、スポーツによる生徒の健全な育成を図ること

を目的に取り組んでいる。  

本研究では、各地区における中体連が直面する現状と課題に着目し、対応策の検討

を進めながら、時代や状況に応じた持続可能な大阪中学校体育連盟の在り方を考える

機会とする。  

１ はじめに  

大阪中学校体育連盟は、大阪市及び行政の郡単位の計８地区の中体連、525 校の加盟

校で構成されている。現在、大阪府における中学生の人口は、ピーク時（昭和 61 年度

460,931 人）の 47.6%（令和４年度 219,494 人）であり、年々減少している。また、中学

校数は、 8 年連続で減少しており、合わせ 

て教員数についても減少している。以上の 

状況により生徒・教員数減少による部活動 

の統廃合並びに、顧問の配置及び中体連組 

織の維持や運営等、あらゆる面において課 

題が山積している状況である。  

そこで、各地区における中体連が直面す 

る現状と課題を洗い出すため、各地区対象 

に「望ましい中体連組織の運営及び諸課題 

への対応について」調査を行い、結果をも 

とに、課題について対応策の検討を進める。 



２ 中体連の体制についての課題  

 

３ 持続可能な中体連組織の構築についての課題  

 

 

４ 課題についての検討策（今後の展望を含む）（２※１・２、３※３～６各地区で共通する課題）  

(1) 中体連としての対策（※１～４）

・役員等の配置人数の抜本的な見直しやブロックの再編成

・ICT 機器の活用（オンライン会議等の導入）

・各競技部における合同チーム・拠点校チーム等の編成について柔軟な対応

・大会数の見直し

・大会運営の見直し

・大会運営業務を担う教員以外の人材の確保（部活動指導員含む）

※財源の確保方策の検討

・ゲーム形態の見直し（トーナメント方式をリーグ戦方式へ変更等）

※包括協定を結んでいるプロスポーツチームによるリーグ戦開催

（学年別・年齢別・競技力別などカテゴリーを決めてリーグ戦を実施。リーグ戦

終了後プロ選手からの技術指導やプロ選手の練習風景等を見学等）  

※各リーグで会場を確保することができるため、効率良く大会数を確保すること

・生徒数の減少により、教員の数も減り、部活動の存続が難しくなってきている。（※

１） 

・地区中体連内で市を超えてのデータ等情報共有がしにくい。（※２）

【教員の部活動に対する意識と働き方改革】  

・働き方改革を推進する中、「60 時間を超える長時間勤務の教員の部活動指導」を継続

するわけにはいかなくなってきている。（※５） 

・クラブチームや他の習い事等、生徒・保護者のニーズが多様化されるとともに、働き

方改革に伴い、教員の部活動指導への意識も多様化され、学校内での部活動の意義が統

一し難くなっている。（※６）  

・教員間での部活動指導に対する意識の差がある。

【生徒数・教員数の減少について】  

・生徒数減少により、合同チーム等の必要性が生じている。（※３）

・運動部の指導ができる教員の減少や活動場所の問題もあり、拠点校方式も活用する必

要がある。（※４）  

・教員数が減少し、複数顧問の体制での指導が難しい。



 

 

【負担度の差】  

教職員と生徒の差  

35.2％  

教職員と保護者の差  

38.6％  

ができる。  

 ・各競技団体との連携  

  ※協会からの人材の支援（大会運営・組織づくりの助言）  

  ※各大会の審判員を派遣・審判員の研修  

  ※財源の確保方策の検討  

 ・指導者の指導者資格の規則化  

 

(2) 行政への支援要望  

 ・部活動指導員の配置（部活動に関わる業務全てを担う）  

 ・大会運営に関わる運営費等の支援  

 ・大会会場の予約、確保  

 ・教員支援に向けた、部活動指導や大会運営に関する柔軟性を持たせた制度改正  

 

(3) その他  

 ・拠点校方式による部活動のチーム等の編成に関する規則の制定  

 ・生徒や保護者等のニーズ、部活動の設置や運営が困難な学校の状況等を踏まえた、

生徒にとって望ましいスポーツ活動が可能となる環境づくり  

 ・多様なスポーツ体験ができる環境づくりとともに、大会における複数種目への参加

が可能となるような制度設計  

 

【参考】  

 

 

 

 

 

 

設問）部活動をすることの負担感について  

（※負担…心やからだにしんどさを感じること） 

【負担なし】  

 教職員…18.9％  

 生 徒…54.1％  

 保護者…57.5％  

 

調査報告（一部抜粋）  

 アンケート調査  

 ＜調査対象＞ 大阪市立中学校から抽出（57 校/128 校）教職員・生徒・保護者  

 ＜調査内容＞ 大阪市立中学校における部活動に関する調査  
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顧問は担当したくない  

４４％  

設問）部活動顧問を担当するにあたって、ご自身の考えについて  

 

 

 

 

 

 

 

活動歴・指導歴がなくても担当してもよい… 22％  

活動歴・指導歴があれば、担当してもよい… 34％  

負担が大きいので、できるなら顧問は担当したくない…44％  

 

設問）部活動に取り組む際、重視していることについて  

【活動そのものを楽しむこと】  

非常に重視している…38％  

重 視 し て い る…44％  

どちらとも言えない…13％  

重 視 し て い な い…２％  

全く重視していない…１％  

 

(2) 調査結果  

 大阪市の抽出された学校での調査報告であるが、現在、指導に携わっている教職員の

80％は少なからず負担に感じおり、44％は顧問を担当したくないと回答している。  

 一方で、82％の生徒は「活動そのものを楽しむこと」を重視していると回答している

ことから、教員の負担軽減を進める中で、中学生がスポーツ活動を「楽しめる」環境整

備を実現させる必要がある。  

 

５ おわりに  

 今回の調査は、大阪府の現状と課題、大阪市の部活動に対する意識に関してである

が、同様の課題を抱える地域は少なくないのではないかと考える。  

今までの「部活動」の考え方について、新しい中体連組織を構築する中で中学生が今

後も継続して自主的にスポーツ運動に関わり、活動を通じて豊かな教養と幅広い人間

性を育むとともに、心身ともに生涯健康な生活を送ることができるようなスポーツ環

境づくりをめざしていきたい。  

重視している 

８２％  

- 32 -



地域の実態に応じた中体連主催大会の在り方 

～特色ある運営と今後の展望～ 

徳島県中学校体育連盟 理事長  

徳島市徳島中学校教諭 賀好 行彦 

＜提案要旨＞ 

本連盟は、発足より７５年を経過しています。この間、様々な変化はあったものの、歴

史を感じる伝統ある組織運営を引き継いでいた。しかし、７０年余り以前の当初と現在で

は、学校・教職員・生徒数において過疎化が歴然と進んでいる。そのため、主催大会の開

催においては、運営内容の再検討の必要性や、改善が求められた。 

この状況において、本県の主催大会の変容について紹介し、さらには、現在の運動部活

動地域移行との関連を踏まえ今後の課題を掴みたいと考える。  

１ はじめに 

（１）徳島県中学校体育連盟の組織と現状

徳島県中学校体育連盟（以下県中体連）は、昭和２２年の設立から今年で７５年を迎えた。 

徳島県の地形は、東西に吉野川という一級河川が流れていて、川に面する地域と、海に面する

地域、山間部など多くの自然に囲まれた地形の県となっている。 

自治体の区分は、８市８郡（１６町村）。中学校は公立・私立・国立を合わせて８５校が本連

盟に加盟している。 

全国的に生徒数の減少による過疎化が進む状況はあるが、本県の加盟校生徒数は令和４年度で

１７,５０１人となっている。この数字は、全国的に見ても、ここ数年は常時５位以内をキープ

している。 

●加盟生徒数と学校数の推移

（２）本連盟の主な競技会（県レベルの大会）

ア 徳島県中学校総合体育大会（以下県総体）

イ 徳島県中学校郡市陸上競技大会（以下郡市陸上大会）

ウ 徳島県中学校駅伝競走大会（以下県駅伝大会）

年度 生徒数(人) 学校数 年度 生徒数(人) 学校数 

令和４年度 １７,５０１ ８５ 平成５年度 ３２,８０９ ９４ 

平成２５年度 ２１,０６２ ８８ 昭和５８年度 ３５,７３８ １０５ 

平成１５年度 ２４,９８２ ９３ 昭和４８年度 ３９,０４７ 



a  各競技における徳島県中学校選手権大会（以下県選手権大会） 

b  各競技における徳島県中学校新人大会（以下県人人大会） 

（３）本連盟下部組織（郡市中体連）の主な競技会

① 県総体各ブロック大会（県総体予選大会）（郡市総合体育大会）

② 郡市陸上競技大会（郡市陸上大会予選大会）

③ 郡市駅伝競走大会 ④ 郡市ブロック新人大会（郡市新人大会）

２ 本県における競技会の運営 

（１）開催の主催（主管）について

①県中体連（県教育委員会） ②県協会・連盟  ③郡市中体連（市町村教育員会）

県総体・郡市陸上大会・県駅伝大会の３大会については、本連盟が主催とする大会。県選

手権大会・県人人大会の２大会は各競技の協会・連盟が主管する大会。下位大会（予選大会

を含む）については、郡市中体連（市町村教育委員会）が担当する。古くからこの住み分け

があったが、協会・連盟・関係機関（教育委員会など）と話し合い、平成３０年に整備が完

了した。 

（２）本連盟主催大会の運営の詳細

ア 大会の開催日程について

主な競技会は、学校行事として扱っている。ほとんどが休日を利用して実施され、平日の

授業日に影響がないような日程を調整して実施される。 

イ 大会の運営費について

運営の主体となる団体が受け持つ。会場の調整や、経費について、主催（主管）が行うこ

とによって役割が分担されている。 

ウ 開催日程の特別なルール

県総体については、全中大会参加基準に沿って一人１競技とし、開催日程は各競技を会場

優先で設定される。しかし、郡市陸上大会・県駅伝大会については、他の競技会が同じ日程

に重ならないように、各競技の協会・連盟と連携をとり、加盟校生徒が在籍校から選出され

代表選手として出場できる体制をとっている。 

３ 県中体連の大会運営についての工夫 

（１）過疎化への対応策としての取り組み

・県総体予選大会（郡市総合体育大会）の実施方法の見直し

全国的に同じ状況の過疎化については、本県でも年々減少していく加盟生徒数から歴然

としていた。本県の４０年前の加盟生徒数は今の約２倍あり、部活動加入率も数十ポイン

ト高かった。さらには、部活動数（チーム数）も多く、多くの教員で大会が開催され運営

することができていた。しかし、現在と昔の状況を多方面から再検討し、県総体の予選大

会の実施方法を現代に合う形に見直しをする時期に差し掛かっていると考えた。 



（２）大会の開催方法の変更にあたっての準備

① 話し合いの流れ （名称の変貌：地域→ブロック） 

② 懸案事項や問題点について

懸案事項は発案の度に、郡市中体連（１６郡市）・競技専門部（２１専門部） へ発信

し、返答を促した。毎年２名から３名ほど郡市中体連理事ならびに競技専門部長を兼任す

る者がいるが、それぞれの立場で考え意見を回収することができた。 

（評議員・郡市中体連・専門部から寄せられた意見） 

ア 地域区分について

最終は６ブロックになったが、当初の予定では５ブロックの検討もあった

学校数や加盟生徒数、体育施設等の環境面から大分した。

イ 開催にあたっての運営費の運用について

郡市中体連において、中体連費を集金しているが集金方法が様々であったこと。

（対応策）大会運営に関して運営協力金として大会経費を郡市中体連毎に持ち寄る方法な

どで対応。 

ウ 市町村補助金の請求などが新たな形になることについて

郡市の自治体によって補助の形態が違っていたため。

（対応策）郡市中体連会長と、関係地区中学校校長会の協力によって市町村教育委員会の

協力を得る（単独開催で無く隣接する市町村と共に実施する大会であっても協

力いただく）ことができた。 

エ 大会準備にかかる事務などの業務

（対応策）ブロック代表理事を決めて、ローテーションで持ち回ることに。 

③ 公開の方法

ア 文書での発送

（ア）地区（郡市）ごとに関係市町村教区委員会への説明と案内を実施

（イ）県中学校長会への説明・協力の依頼
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○ △ △ △ ○ ○ △ ● △ △ △ ○ ○ 

会議の種類凡例 ○：県中体連評議員会、●：県中体連臨時評議員会、△：県中体連役員研修協議会 



（ウ）郡市中体連から各校への案内 （エ）県中体連事務局より案内

イ 地方紙（新聞社）からの広報

記事に取り上げてもらい実施の内容について広報してもらった。

④ 大会後の課題など

ア 連絡系統が慣れていないため、問い合わせが混乱した

イ 移動距離が伸びた

ウ その他

⑤ メリット

ア 運営に人手が増えることによって、安全に大会が運営できた

イ 大会に活気が出た

ウ 市町村の協力で、充実した体育施設で競技ができた

エ その他

（２）地方大会の在り方の整理

はじめにの章で述べたように、本県では県新人大会【（２）－b】と、春の県選手権大会【（２）

－a】については、県教育委員会のご理解とご協力の下、３者共催での開催となっている。大会

の運営の形態は、競技協会・連盟主管の形で大会を実施している。 

競技会（県選手権・県新人大会）の開催にあたっては、準備（会場の確保、競技役員の手配）、

大会中（競技の運営、大会中の安全管理）、大会後（大会経費支出、大会補助）などを競技団体

によって、安全にかつ適正に施されている。 

この方法は以前からあったが、主催が明確で無かった。そのため、ある人物は、中体連競技専

門部長であり、協会・連盟の中学部で競技部長でもある、という競技が多くあった。内情に長け

ている者なら人を認識できるが、無関係の人からすると役違いの人違いと思い、仕事は２人前に

なることもしばしばあった。しかしながら、この方法をとることで、周囲の関係者の意識が保た

れるようになり、仕事の分配などが明確化され、部長の負担軽減につながっているように思える。 

４ おわりに 

 この度は、本連盟主催大会の運営方法の変容を、説明しました。物事を変えるときには時間と

労力が必要であること、粘り強く考え通すことが大切だと感じました。発表した様なたわいもな

い内容でも、変えるのには３年かかりました。まだ、問題は山積しております。現在、運動部活

動の地域移行という話題が世間を騒がしてますが、このスピード感で余裕なのかは不安です。来

年度令和５年度には全国中学校体育大会が四国４県で行われます。令和４年６月に出された、参

加資格特例への対応に追われています。本県では、現在５８８の部活動（※①）が存在します。

行く先はいかなるところに向かうかは不明ですが、中体連としてはこれまで培ってきた経験と能

力や組織力を生かし、子供たちをできる限り多くの選択肢で、スポーツと親しめる環境につなげ

ていくことが今後の課題となり得るかもしれないと考えました。 

（※①：日本中体連加盟競技部活動数） 



「コロナ禍における新たな取組」 

鹿児島県中学校体育連盟 副理事長 

阿久根市立鶴川内中学校 釜付 純次 

＜提案要旨＞ 

本県中体連は発足以来、74年間、多くの先生方が力を合わせて、県中学校体育の振興を図り、生徒

の体力・技能の向上及びスポーツの発展に取り組んできた。そして、中学校教育の一環として、スポ

ーツ実践の機会を創出し、スポーツの発展並びに体力・技能の向上とアマチュア精神の高揚を図り、

心身ともに健康な中学校生徒の育成と生徒相互の親睦を図るために、県中学校総合体育大会を開催し

ている。昨今、運動部活動を取り巻く環境は、部活動生の減少による複数校合同チームの増加や生徒、

保護者の多様なニーズに応えるための顧問の指導力向上、熱中症や新型コロナウイルス感染症の感染

防止に配慮した運営など大変厳しい状況に変わりつつある。さらに、本県においては、多くの離島が

あるという特性や生徒数の減少が著しい地域における中体連主催大会の現状と課題、今後どのような

大会運営を行っていくべきかを考える機会にしたい。 

１ はじめに 

  本県には、南北 600 キロメートル(図１)に及ぶ広大な県

土の中に、美しい自然環境が織りなす四季折々の景観、特

色ある島々、奥深い歴史を感じさせる名所、良質で豊かな

温泉など、魅力ある観光資源が豊富にある。薩摩半島、大

隅半島の二つの半島と、種子島、屋久島、奄美大島をはじ

めとする多くの離島があり、有人離島も 28ある。離島人口

（182,602人）及び離島面積（2,485平方キロメートル）は

全国第 1位となっており、全国でも有数の離島県である。 

本県中体連は、10の地区中体連で編成されており、その

うち２つの地区が離島である（図２）。また、図３より、平

成 17年には 58,577人だった生徒数が令和３年には 45,294

人に減少し、部活動加入生徒数は 42,254人から 25,869人

に減少し、加入率は 72％から 57％に減少した。部活動加

入生徒や加入率の減少の理由は、生徒数減少により廃部と

なる部活動が増え、生徒や保護者の多様なニーズに応えら

れなくなったことや、地域のスポーツクラブやクラブチー

ムへ在籍する生徒が増加したためであると考えられる。

図２ 県中体連組織図 
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図３ 鹿児島県の中学校生徒数、中学生運動部活動加入生徒数及び中学生運動部活動加入率の推移 

２ コロナ禍における本県部活動の現状と課題 

  令和２年度は、新型コロナウイルスの急速な感染拡大により、ほとんどすべてのスポーツイベント

が中止もしくは延期を余儀なくされた。本連盟主催の令和２年度夏季中学校総合体育大会についても

全面中止となった。その後、入場者管理及び大会前からの体調記録の提出など、鹿児島県中学校体育

連盟主催大会実施上の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに則って開催できるようにな

った。令和３年度及び令和４年度においても、各地区の事務局、専門部はじめ、県中体連一丸となっ

て、生徒が目標をもって意欲的に取り組めるように準備を進め、すべての大会を開催することができ

た。そのことで、部活動を通して、生徒たちは「コロナ禍で人との付き合いが薄れてきているなか、

友達と一緒に活動ができて嬉しい。交流の大切さを改めて感じた。」顧問は「コロナ禍で大会等が開

催できないこともあったが、大会を実施できるように整備していただきありがたい。他校の顧問との

会話や生徒との会話が増えることで意欲の向上につながった。」そして、学校全体としては、「学校の

活性化、生徒指導の充実、特色ある学校づくり、家庭・地域との信頼関係の構築など、よい評価に繋

がった。」等の成果が挙げられる。 

  その一方で、地方大会や練習試合、合同練習会などの制限が入り、選手の競技力向上や意欲の継続

が課題となっている。また、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながらの大会運営には、役員や

時間、場所、運営費などが、従来よりも確保しなければならないことも課題の一つとなっている。特

に、離島では、感染リスクに対する危機意識が高く、本土や他の離島への交流が極端に減少し、大会

や練習試合の機会を失った選手たちの、モチベーション維持や競技力の向上が深刻な課題となってい

る。 



３ コロナ禍における新たな取組 

コロナ禍により、大会や合同練習会が中止になることが多い中で、各競技部が選手のモチベーショ

ンや技術向上のために、新たな取組を模索した。図４は、陸上競技部が新たに企画した、リモートコ

ントロールテスト実施要項である。また、図７は弓道競技部が新たに企画した、鹿児島県種子島ロケ

ット弓道通信大会実施要項である。それぞれの企画で、リモート形式で自己の成長を確認できる機会

となり競技力の維持向上に繋がった。また、自己の基礎体力を知ることによって、これまでの練習成

果を確認し、今後の課題を見つけることができた。 

図４ 令和３年度鹿児島県中学生リモートコントロールテスト実施要項 

【成果】 

◯ 大会を実施しないシーズンオフの時期での練習の成果を確認でき、県内での自分の順位を把握す

ることができる。

◯ 期間を長く設定することで、もともとの専門でない種目にもたくさん参加できることで、シーズ

ンに向けて種目変更を検討するきっかけとなる。

◯ 大会会場に集合しなくても参加でき、顧問に指導の経験がなくても参加しやすい。

◯ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、自分とライバル選手との記録を比較することができ、

選手のモチベーションの維持につながった。

【課題】 

● インターネットでの順位公開のため、個人情報の管理が大切になる。

● 実施条件が同じではないため、正確な順位が確認できない可能性がある。

● データを入力して送ることに不慣れで、不便さを感じる指導者もいる。

図５ 300メートル走の様子 

図６ 立ち幅跳びの様子 



 

 

図７ 令和４年度鹿児島県種子島ロケット弓道通信大会実施要項 

【成果】 

◯ 大会日程を長くしたため、各学校の状況に合わせて、無理なく実施でき、25校の参加することが

できた。

◯ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、大会が中止になっている中、オンライン大会を実施

することができ、選手のモチベーションの維持につながった。

【課題】 

● オンラインで互いの様子を見ながら実施できるとよいが、参加校が多く難しい。

● 緊張感を高めるなら、男女別で日程を決めて、全学校同日、同時間帯で行うとよいのではないか。

４ おわりに 

鹿児島県中学校体育連盟は、「県中学校体育を振興して体力の向上に努め、スポーツの正常な発展

を図る」ことを目的としてきた。しかし、コロナ禍において、多くのスポーツイベントが中止となっ

て、生徒の競技力向上および健全育成に課題がでてきた。そのような中で、鹿児島県中学校体育連盟

主催大会実施上の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインの作成やリモートコントロールテ

ストなどの新しい取組を始め、心身ともに健全な中学校生徒の育成に励んでいる。今、中体連は大き

な転換期を迎えているが、本県としても全国の状況を注視しつつ、各地区の実態を踏まえ、教育委員

会や競技団体との綿密な連携を図り、時代を切り拓いていくという強い意志と団結力で挑戦・努力を

今後も続けていきたい。 

図８ 本土からの通信大会参加の様子 

図９ 離島からの通信大会参加の様子 




